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〔綜合講義〕

（東女医大誌第31巻第4号頁188－190r昭和36年4月）tt

膠原病．（コラゲン病）について

訂会 教授森崎直木（整形外不・D

 リウマチについては前に＝度お話しため宅今回

は題名を変えて膠原病（コラゲン）という表題で

お話いたします。コラゲン病についてはすでに名
前位はお聞きにならていると思います。われわれ

が学生の頃，或は医局に入ってもすぐにはこ5い

う名は聞いた事がなかったのですが，最近いろん

な科でコラゲン病が問題にされるようになって参

lbましt9．’どういうものが：コラゲン病であるかと

いうことについて次の先生方にお話していただき

ます。

1∵．p・ラグン病の機倉…1・∵∵・……・∵．■…・∵・∵……・………・・…・…助教1受

2・1関節リウマチ・…「…i・∵1■・…・∵・・…・∵・・…・…・・………∴…・……助教授

．：3ビ皮膚科における膠原病∵…一1’・…・…・∵…・………・一・…・……助教授

山田喜久馬（中山内科）

景山 孝正（整形外科）

青木良枝（皮膚科）

1．コラ、ゲン病の概念

騨授． j．駐喜与樹軸内科）

（受付 昭「和36年1月 1日）

 コラゲン病（膠原病）とはどういうものかの概

略をお話しますが，これはリウマチの研究から出

発しています。リウマチというものをはっきり定

義することはむつかしいことですが，リウマチと

はギリシャ語で流れるという意味で，毒物が体内

を流れてどこかに附着し，そこで病変を起してい

ると考えてリウマチという病名が出来たらしいQ

現在臨床医がリウマチといっているのは，はなは

だ漠然と関節，筋肉，骨などの運動器に疹痛と運

動障害をおこす病的状態をさしていっているので

す。この際原因が不明であるのが特色です。すな

わち炎症や新陳代謝障害，退行性変化，内分泌的

障害などがおこって運動器に疹痛をもたらす症候

群をリウマチといっているのです。臨床医にとっ

てはなはだ便利な病名ですが，内容的にはよくわ

かっていない疾患で，病因，病理解剖をきわめ，

病態生理を研究し，その治療法を確立しようと，

現在も色々と研究されていますが，結論が出され

ていないのですQ

 リウマチの研究はAschoffにはじまるのです。

すなわち／800年代に関節リウマチの経過中に心

病変が発生することがみとめられ，1904年に

Aschoffは関節リウマチで死亡した人の心筋の中

に特有な結節の存在することをみつけ，これがリ

ウマチに関係あるといったのです。それ以来多く

の人によりAschoffのリウマチ結節について病

理学上研究されましたが，この結節はリウマチ患

者の心臓のみならず，皮下組織，関節，腱，舌，

動脈，扁桃腺にも見出されるようになり，1933年

Aschoffと同じ独逸のKlingeはリウマチ患者の
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、リクマチ面識詮身の結合織中に見出されると

1、し，・実験的に動物にアレルギrによってかかる．結

節を「つくることに成功し，．．リウマチ妹一種の全身

釣な疾患で，1稲合糸脚）系統的疾悪でアレルギー一一 ！：

まっておごるという説をたてまレ起。そ、して病理

組織学的に間葉性の結合織のコラグぞ線雑のfibri

noiddegenerationが特徴であう、と考えまし起gζ

の説は多くの学者の支持を得たが，しかしKlinge

が実験的に作り出したアレルギー病変は，リウマ

チ患者にみられるリウマチ結節と全く同一ではな

いことが疑問視され，またアレルギーの原因とし

ての感染菌（アレルゲン）についても色々論義され

結核で死亡した人にもAschoffのリウマチ結節

に似たものがみられ単なる菌感染によるアレルギ

ーでリウマチがおこるとは限らないという反論も

出て来て，リウマチについて結論が出されるにい

たらなかった。かくの如くリウマチについて論争

されている時，米国において1941年Klemperer

等が汎発性紅斑性狼蒼について研究し，この疾患

のとき結合織の：コラゲンに非常に著明なfibrinoid

degenerationがおこるのが特有であることを認

め，これはリウマチの病変と同様であることを指

摘し，リウマチと汎発性紅斑性狼蒼とは結合織の

コラグンのfibr｛noid degenerationということ

が，根本的な共通の病変であることを強調したの

です。そして色々な疾患についてしらべてみると

このほかにも結合織コラゲンに変化のみられるも

のがいくつか見出され，このような組織学的所見

を呈するもの，すなわち結合織のコラゲン線維の

fibrinoid degenerationを示す疾患をまとめてコ

ラグン病と名付けることを提唱したのです。これ

がコラゲン病の起源であります。今迄多くの疾病

は臓器を中心として名付けられていましたが，

Klemperer等は一見すると無関係のように考えら

れていた種々の疾患が，病理組織学的にみて結合

織のコラゲンの系統的病変という共通性を有して

いることに注意を喚起したわけであります。

 それではコラグン病とはどんな疾患を含んでい

るかといいますと，

1．

2．

3．

4．

5．

リウマチ熱

りウマチ様関節炎

急性エリテマトーデス（汎発性紅斑性狼蒼）

汎発性輩皮症

皮膚筋炎

 ．6・結箪性動脈周囲豪

 ．7r． ’．皿清病

、8‘．・結節性紅斑

、9・／／tt／tttリ．ウ．マチ性｛紫嘩病．          、．

等で劾ます・上述疾患1雌珊凹く山門の疾患

ζ考え陣ていたのですカ1，響席床的にみても，．共

潭点々ミ見出され回す。．・すなわち多くの塀合啓染を

母診せる病状が年行レた切 恥ろしrろの刺激（異

種蛋白，物理的刺激，精神感動）が発症の誘因と

なりやすく，発熱，拍耽促進，血清中のγ一グロブ

リンの増加がみられること多く，また関節の落痛

腫脹を伴うことが多いなどの点であります。しか

しコラゲン病とはいいながら，どうしてかくも異

なったかたちの病状を呈するかということに関し

てはKlempererは病変のおこる器官の差による

と説明しています。すなわちリウマチ熱は病変が

心臓におこり，リウマチ様関節炎は主として関節

に，紅斑性狼蒼では漿液膜および血管に，甲皮症

では皮膚，腸，肺に，結節性動脈周囲炎では小中

動脈に主病変がおこるからであるといっていま
す。

 以上の如くで，原因は不明としても，上述コラ

ゲン病のそれぞれの問には臨床的にも共通点が見

出され，同型の組織反応をおこすということから

一つの新しい疾病概念としてコラグン病という名

が用いられて来ているのです。すなわち今迄はよ

くわからず，また難治で予後もよくない別箇の疾

患と思われていたものを一つの系統的疾患として

取扱つた所に新味があるのであります。

 コラグン病なる概念が提唱されたのは194！年

のことですが，米国のHenchはリウマチ治療に

努力し，黄疽とか妊娠の場合にリウマチ患者の症

状が軽快することに気付き，この時血中のステロ

イド体が増量していることに着目し，ステロイド

ホルモン注射を思いだち，1949年にKendallよ

つてつくられたコーチゾンをリウマヂ患者に使用

したところ，著効をみたのであります。また同じ

く1949年にSelyeは適応症候群ということを

百いだし，リウマチはアレルギーとされているが

アレルギー反応がおこされる側の生体の方に問題

があると考え，リウマチも，外からス1レスが加

わった時，生体がそれに対応するために，下垂体

副腎系の機能昂進がおこり，このとき下垂体，副腎

系にアンバランスが生じてミネラルコルチコイド

」「 P8ク・一馳
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が過剰に分泌されると発生すると考えたのです。

この説には反論も多いのですが，しかしSelyeが

下垂体と副腎皮質とに原因を求めたのはおもしろ

く，一方ではHench， Kendallがコーチゾン（グ

ルココルチコイド）を用いてリウマチに著効をみ

たというこ之が注目を引き，リウマチを含むコラ

ゲン病に対して副腎皮質ホルモンを使用してみる

と，良く効果があることが見出され，治療の面か

らもコラゲン病という楓i念が支持されて来ている

わけであります。しかしながらコラゲン病の原因

病態生理に関しては不明の点が多くVコラゲン病

というものに含まれているものが全く同一疾患で

あるかどうかは疑問であって，診断名としてコラ

ゲン病という名を使用するには充分慎重を要する

ところであります。
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